
 

 

 

 

１．運転または建設中の発電所（設備容量 運転中：13 基 計 1128.5 万 kW、建設中：1基 計 28.0 万 kW） 

利用率・稼働率（％） 発電電力量（億 kWh）   項 目 

発電所名 

現状 

平成 19 年度 運開後累計 平成 19 年度 運開後累計 

１号機 
定期検査中(調整運転中)
(H19.2.16～H19.9 下旬)

０．０

０．２ 

６７．０

６９．６ 

０．０ ７８４．１日本原子力発電㈱ 

 

敦 賀 発 電 所 
２号機 

定期検査中 
(H19.8.26～H20.1 中旬)

８８．８

９６．１ 

８２．３

８２．６ 

３７．８ １,７１９．５

日本原子力研究開発機構 

 

高速増殖原型炉もんじゅ 

性能試験中 

（事故停止中） 

――――― 

（H7.12.8 中間熱交換器(C)二次系出口配管からのナトリウム漏えいに伴い、

            原子炉手動停止。) 

１号機 
定期検査中(調整運転中)
(H18.11.1～H19.9 下旬)

０．０

０．１ 

５０．９

５３．４ 

０．０ ５５７．７

２号機 
定期検査中 

(H19.7.20～H19.11 下旬)

７２．２

７２．２  

６２．３

６３．９ 

１３．２ ９５７．９

関 西 電 力 ㈱ 

 

美 浜 発 電 所 

３号機 運転中 

３６．８

３７．０ 

６９．０

７０．２ 

１１．１ １,５３６．９

１号機 停止中 

８０．０

８０．５ 

６５．７

６６．７ 

３４．５ １,９２３．３

２号機 運転中 
１０２．２

１００     

７２．６

７３．４ 

４４．０ ２,０７３．２

３号機 運転中 
１０１．５

１００     

８４．４

８４．６ 

４３．９ １,３７１．３

関 西 電 力 ㈱ 

 

大 飯 発 電 所 

４号機 運転中 

５０．４

５０．３ 

８５．４

８５．３ 

２１．８ １,２８８．３

１号機 運転中 

１０４．１

１００     

６８．３

６９．２ 

３１．５ １,６２１．９

２号機 
定期検査中 

(H19.8.17～H19.11 上旬)

９４．８

９０．５ 

６９．３

７０．４ 

２８．７ １,５９６．２

３号機 運転中 
１０３．９

１００     

８４．７

８４．５ 

３３．２ １,４６０．６

関 西 電 力 ㈱ 

 

高 浜 発 電 所 

４号機 運転中 

４４．２

４３．６ 

８４．５

８４．４ 

１４．１ １,４３３．９

 合 計 
７５．９

６７．０ 

７２．９

７１．４ 

３１４．３ １８,３２５．４

 (注) 利用率・稼働率・電力量は平成 19 年８月末現在、累計は営業運転開始以降。また、利用率・稼働率は四捨五入、電力量は切り捨て。 

 

 

原子力発電所の運転および建設状況 
原子力安全対策課 

平成 19 年９月５日現在 

（上段）設備利用率＝ 

発電電力量 

――――――――― 

認可出力×暦時間 

×100（％）

（下段）時間稼働率＝ 

発電時間 

――――――――― 

暦時間 

×100（％）
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２．各発電所の特記事項（平成 19 年８月７日～９月５日） 

発電所名 特記事項 

敦賀１号機 ○第 31 回定期検査（H19. 2.16 ～ H19.9 月下旬予定＊） 

 ・発電停止   （H19. 2.16   0:00） 

・原子炉起動    (H19. 8.29  19:00)、臨界( 8.29  20:20) 

・調整運転開始  (H19. 9. 1  14:00) 
＊ 平成19年５月下旬に定期検査を終了する予定であったが、国の特別な検査や原子炉給水ポンプ

ミニマムフロー配管曲がり部からの漏えい事象に対応するため、定期検査期間を延長した。 

●原子炉給水ポンプミニマムフロー配管曲がり部からの漏えい 

・原子炉給水系統の点検を実施中、原子炉給水ポンプＡのミニマムフロ

ー配管曲がり部から水の滴下が確認された。 

・原因調査の結果、ポンプ起動・停止時に生じる二相流が曲がり部に衝

突して、浸食による局部的な減肉が発生し、漏えいに至ったものと推定

された。 

・対策として、当該部を二相流の衝撃を緩和する構造の配管に取り替え

た。           （平成 19 年８月６日、８月 28 日 公表済）

敦賀２号機 ○第 16 回定期検査（H19. 8.26＊ ～ H20.1 月中旬予定） 
・発電停止   （H19. 8.26   0:00） 
＊ 第 16 回定期検査は、発電設備の総点検結果を踏まえた国の特別な検査に対応するため、年度

当初の計画（平成 19 年９月上旬開始）を前倒し、平成 19 年７月下旬開始を予定していたが、

新潟県中越沖地震発生に伴い、作業員の確保が困難なことから、８月26 日開始とした。 

ふげん ○廃止措置準備中 （H18.11. 7  廃止措置計画認可申請） 

○第 20 回定期検査（H18. 9.29 ～ H19.10 月末予定*） 
＊ 平成 19 年９月下旬に定期検査を終了する予定であったが、国の検査に先立ち実施する社内

自主検査のために必要な建屋の健全性確認のため、９月初旬よりコンクリート壁の試料を採取

し、詳細な評価を行うこととしたことから、10 月末まで定期検査期間を延長した。 

もんじゅ ○初装荷燃料の変更計画(H18.10.13 原子炉設置変更許可申請、 

H19. 5.25 一部補正) 

○工事確認試験（H18.12.18 ～ H19. 8.30） 

○プラント確認試験（H19. 8.31 ～ H20.８月予定＊） 
＊ プラント確認試験は、平成 20 年５月終了予定としていたが、プラント全体の確認をより慎重

に行うため、試験項目および工程の見直しを行い、試験期間を延長した。 

○平成 19 年度設備点検（H19. 4. 2 ～ H20.３月予定） 

美浜１号機 ○第 22 回定期検査（H18.11. 1 ～ H19. 9 月下旬予定＊） 

 ・発電停止   （H18.11. 1   9:00） 

・原子炉起動    (H19. 8.29   1:00)、臨界( 8.29   9:26) 

・調整運転開始  (H19. 8.31  21:09) 
＊ 平成 19 年２月下旬に定期検査を終了する予定であったが、余熱除去系統サンプリングライ

ンの溶接事業者検査手続き漏れや原子炉格納容器内の壁面からの水のにじみ等に対応するた

め、定期検査期間を延長した。 

美浜２号機 ○第 24 回定期検査（H19. 7.20 ～ H19.11 月下旬予定） 

 ・発電停止   （H19. 7.20  10:30） 

○：定期検査関係、●：異常事象 
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発電所名 特記事項 

大飯１号機 ●Ｂ－非常用ディーゼル発電機の待機除外 

       （添付資料－１）

●１次冷却材ポンプ封水注入フィルタの点検に伴う原子炉手動停止 

・定格熱出力一定運転中の９月３日 21 時 15 分頃、原子炉補助建屋内の

１次冷却材ポンプのＡ－封水注入フィルタ付近から漏えいが認められ

た。このため、Ａ－封水注入フィルタを隔離し、23 時 39 分、漏えいは

停止した。 

・当該フィルタの点検を行うため、９月４日 16 時 00 分から出力降下を

開始し、23 時 00 分に発電停止、９月５日０時 49 分に原子炉手動停止

した。 

・漏えい量は３.４㎥（放射能量は約６.８×10５Ｂｑ）と推定され、原子

炉補助建屋の床ドレンタンクに回収された。また、漏えいの間、プラン

ト排気筒ガスモニタの指示値にわずかな上昇が認められ、放出放射能量

は約１.４×10９Ｂｑ（放出管理目標値：３.９×1015Ｂｑ／年）と評価

された。 

・以上のことから、周辺環境への放射能の影響はなかった。 
                （平成 19 年９月４日 公表済）

大飯４号機 ○第 11 回定期検査（H19. 5. 6 ～ H19. 8.17） 

・発電停止   （H19. 5. 6 15:00） 

・原子炉起動    (H19. 7.19  20:40)、臨界( 7.20   4:10) 

・調整運転開始  (H19. 7.21  17:00) 

・営業運転再開 (H19. 8.17  16:30) 

高浜２号機 ○第 24 回定期検査（H19. 8.17 ～ H19.11 月上旬予定） 

 ・発電停止   （H19. 8.17  10:31） 

○：定期検査関係、●：異常事象 

 

 

３．燃料輸送実績（平成 19 年８月７日～９月５日） 

＜新燃料輸送＞ 

 

＜使用済燃料輸送＞ 

なし 

 

 

４．低レベル放射性廃棄物輸送実績（平成 19 年８月７日～９月５日） 

なし 

 
 
 
 

 発電所名 概   要 

高浜１号機 ・新燃料集合体 16 体を原子燃料工業(株)より受け入れ（８月 21 日）

高浜１号機 ・新燃料集合体 16 体を原子燃料工業(株)より受け入れ（９月５日） 
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（参考） 
 

１．記者発表実績（平成 19 年８月７日～９月５日） 
年月日 番号 発  表  件  名 

H19.08.08  37  
敦賀発電所１号機の定期検査状況について（原子炉給水ポンプミニマムフロー配

管曲がり部からの漏えいの原因と対策） 
H19.08.16  38  高浜発電所２号機の第２４回定期検査開始について 
H19.08.17  39  大飯発電所４号機の営業運転再開について（第１１回定期検査） 
H19.08.21  40  高浜発電所１号機の新燃料輸送について 

H19.08.24  41 敦賀発電所２号機の第１６回定期検査開始について 

H19.08.24  42  
高速増殖原型炉もんじゅのプラント確認試験の工程について（プラント確認試験

の開始と終了時期の変更） 

H19.08.27  43  美浜発電所１号機の原子炉起動と調整運転の開始について（第２２回定期検査）

H19.08.28  44  敦賀発電所１号機の原子炉起動と調整運転の開始について（第３１回定期検査） 

H19.09.04  45  
大飯発電所１号機の原子炉手動停止について（１次冷却材ポンプ封水注入フィル

タの点検） 

H19.09.05  46  高浜発電所１号機の新燃料輸送について 

 
 
２．主な出来事（平成 19 年８月７日～９月５日） 

年月日 概      要 

H19.08.07 ・(独)日本原子力研究開発機構の早瀬敦賀本部長は、高速増殖原型炉もんじゅの誤警報（二

次系ナトリウム漏えい警報）の発信について旭副知事に報告 

H19.08.08 ・全国原子力発電所所在市町村協議会総会。同協議会は安全確保と地域振興に関する要望

書および原子力発電所の検査制度の見直しに関する要望書を国に提出 

・県は、福井県原子力安全専門委員会等における検討を踏まえ、原子力発電所の安全性の

確保に関する２回目の要望書を経済産業省および文部科学省に提出（東京）（～９日）

H19.08.09 ・美浜発電所３号機二次系配管破損事故から３年。関西電力㈱は、美浜発電所にて再発防

止を誓う式典を実施 

H19.08.18 ・科学遊園地「サイエンスワールド 2007」開催（越前市）（～19 日、主催：県、(財)福井

原子力センター） 

H19.08.20 ・日本原子力発電㈱、関西電力㈱および(独)日本原子力研究開発機構は、既設原子力発電

所の耐震安全性評価実施計画の見直し検討結果について、国、県および立地市町に報告

・(社)日本原子力産業協会の今井会長が来県し、知事、敦賀市長と懇談（～21 日） 

H19.08.21 ・福井県原子力発電所所在市町協議会総会 

H19.08.23 ・原子力発電所の安全確保に係る県・立地市町連絡会議（県庁） 

H19.08.24 ・(独)日本原子力研究開発機構の岡﨑理事長は、高速増殖原型炉もんじゅの今後の工程等

を旭副知事に報告 

H19.08.28 ・(独)日本原子力研究開発機構の柳澤理事は、高速増殖原型炉もんじゅの誤警報（二次系

ナトリウム漏えい警報）の発信について旭副知事に報告 

H19.08.30 ・古谷文部科学省大臣官房審議官、加藤原子力安全・保安院審議官および高橋資源エネル

ギー庁電力・ガス事業部原子力政策課長は、高速増殖原型炉もんじゅの工程変更等につ

いて国の見解を旭副知事に説明 

H19.08.31 ・(独)日本原子力研究開発機構は、自衛消防体制および事故報告体制についての具体的な

改善計画を国に提出 

・(独)日本原子力研究開発機構は、報告漏れ等に関する調査結果について国に報告 

H19.09.04 ・関西電力㈱は、大飯発電所にて新潟県中越沖地震を踏まえた消防訓練を実施 
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添付資料―１ 

平成１９年度安全協定に基づく軽微な異常事象 

 
大飯発電所１号機 Ｂ－非常用ディーゼル発電機の待機除外 

 

・発生日：平成19年８月10日 

・終結日：平成19年８月11日 

・放射能による周辺環境への影響：なし 

・国の取扱い：報告対象外 

・安全協定上の取扱い：異常事象（第７条第５号「発電所に故障が発生したとき」） 

 

 

１．概要 

  定格熱出力一定運転中の８月10日、２台ある非常用ディーゼル発電機のうちＢ号機の定期負荷

試験※１を実施していたところ、シリンダ冷却水フランジ部から水漏れが確認された。 
 漏えい箇所を確認した結果、フランジ部のパッキンに損傷が確認され、Ｂ号機の機能に影響が

あることから、保安規定の運転上の制限※２を満足していないものと判断し、待機除外※３とした。

同日、当該部のパッキンを新品に取り替え、翌11日に再度定期負荷試験を行って健全性を確認し、

保安規定の運転上の制限を満足した状態（待機状態）に復帰した。 
本事象による環境への放射能の影響はなく、プラントへの影響もない。 

 
※1 定期負荷試験： 

非常用ディーゼル発電機の機能の健全性を確認するための試験。（１回／月） 
※2 保安規定の運転上の制限： 

運転中は、非常用ディーゼル発電機２台が動作可能であることが求められている。 
※3 待機除外： 

通常、いつでも起動できる状態（待機状態）にある機器を起動できない状態とすること。 
 

２．原因 

 漏えい箇所を調査した結果、経年変化によるパッキンの硬化やひび割れが確認されており、非

常用ディーゼル発電機の運転とともにひび割れが進展・破断し、シリンダ冷却水が漏えいし

たものと推定された。 
 現在、当該パッキンについて工場調査を行うとともに、詳細な原因調査を実施中である。 
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　　　　　　　大飯発電所１号機
　　　　　　　　　　　　　Ｂ－非常用ディーゼル発電機の待機除外

添付図

【Ｂ－非常用ディーゼル発電機の仕様】
　　出　 力 ： ５，５００ｋＷ
　　全　 長 ： 約７ｍ
　　全　 高 ： 約４ｍ
　　全 　幅 ： 約４ｍ

Ｂ－非常用ディーゼル発電機概要図
Ａ方向より見た断面概要図

Ａ方向

Ｎｏ．１　シリンダ部

冷却水入口主管

冷却水出口主管

Ｎｏ．１
シリンダ部

漏えい箇所

【パッキンの仕様】
材質 ：ニトリルゴム
最高使用温度：１００℃

冷却水系統内圧力 ：　（運転時）約２００～２５０ｋＰａ
　　　　　　　　　　　　　 　（待機時）約４０ｋＰａ
冷却水系統内温度 ：　（運転時）９０℃未満
　　　　　　　　　　　　　　 （待機時）約６０～８０℃

パッキン

フランジ

漏えい箇所

約４９ｍｍ

約１２０ｍｍ

約８２ｍｍ

厚さ：約２．５ｍｍ

パッキン

シリンダカバー
（炭素鋼）

フランジ（炭素鋼）

冷却水上導管
（炭素鋼）

シリンダブロック
（炭素鋼）

パッキンの点検結果

シリンダブロック

シリンダブロック

シリンダカバー

フランジ部

フランジ部の概要図

　赤線は漏えい時のフランジ端面をマーキング
ひび割れ

当初の締め付け跡

破断面の観察

ひび割れ
割れの進展

外側内側

外側のひび割れを起点として、内側に向かって進展して
いる様相。

：シリンダ冷却水の流れ

：シリンダ
冷却水の流れ

漏えい
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